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 高電圧電源連結

Jap

製品を設置または動作前に取説を十分に読んでください。製品の正しい動作と保証期限の確認するため
ですので、必ず取説の指示に従い扱ってください。保証期限は技術仕様項目を参考してください。

1 安全のための注意事項

* SIB-EX Seriesイオンバーは静電気問題を解決するため設計されました。

* SIB-EX Seriesイオンバーは発火物、引火物などの危険物が存在する環境で 使用できます。

   ガスグループ IIBと温度クラス T6 (表 1参照)。

* 電気装置は熟練された電気技術者による設置をお勧めします。

* 装置に製品を設置する場合 :

   装置の電源を切り電圧が 0Vであることを確認してください。

* 装置の接地の状態を確認してください。製品の正常動作有無を確認し、

    電気衝撃による電圧問題の防止のため,かならず接地してください。

* 任意で開けたり、改造、修理などを行う場合、製品に対して保証ができません。

* 修理が必要な場合,必ず当社まで連絡してください。

* 製品掃除時摩擦による爆発を防止するため濡れた布で拭いてください。

2 パッケージ内容確認
 製品構成

       製品のパッケージには以下の製品構成物が含まれております。

3 各部の名称
サイドブラケット
装置本体を取付ける際に
使用するブラケットです。

対向電極 (接地電極)
放電電極から発生する Ionを誘導して、
Ion発生方向を押さえます。

接地ボルト
対向電極の接地が可能です。
スライド方式になっており
取付が容易です。 

放電電極
イオンを発生し静電気を
除去します。(20mm間隙)

H/V Cable Connector
コントローラ側に差し
込まれるイオンバーの
連結端子です。

4 取付及び連結
確認事項

   * 製品の損傷有無と注文製品と同一製品であることを確認してください。
     * 包装情報上の構成品と製品の構成品が一致するか確認してください。
     * 上記の類型の問題が発生した場合 :
        該当地域の代理店及び当社にお問い合わせください。

取付の要領
装置を取付ける前に、装置と帯電物の距離や除電時間について十分に検討してください。

       イオンバーの取付け時には次の事項に注意してください。

* 布や物等で除電イオンバーを覆わないでください。

* 適切な機能を確保するため,機器の空気循環が必要になることもあります。

取付の方法
     壁及び固定物体に位置を定めイオンバーを確実に固定してください。 
     除電対象物体から 50～200mm離れた距離に除電イオンバーをせっちしてください。
     周囲に一定の導電性物体がある場合、非正常動作の恐れがありますので、
     一定距離を離隔して設置しなければなりません。
     イオンバーと接地された物体間の距離はイオン化に 必要な有効距離より大きい必要があります。

* 除電対象物体から20㎜以下設置は絶対にしないでください。

* 供給電圧が正常か確認してください。

* 高電圧ケーブルの機械的損傷を防止するため,適切な配線をしてください。

* 接地は適切な動作と安全のため必要です。

* イオンバーの放電針は帯電物に向けて設置してください。

* 放電針が損傷されないように安全に製品を設置します。

* 設備場所に製品を安全に設置するため,施設メンテナンス担当者に詳しい内容

   を伝えてください。

* 電源及び接地が正常に連結されているか必ず確認してください。

サイドブラケットは M5または M6ボルトを使用し、確実に取付け固定してください。
装置の転倒、落下、振動による異常動作につながる可能性があります。

基本設置

イオンバー同士の干渉が無い様、装置の間隔を最低 400mm以上離して取付けてください。

並列設置

イオンバーの干渉が無い様、装置の間隔を最低 100mm以上離して取付けてください。

垂直設置

* Powerケーブルが曲がらないよう配線してください。

   Powerケーブル及び被覆に損傷がある場合、製品故障の原因となります。

* Powerケーブル連結時装置の電源がOff状態になっているか

   確認後進行してください。

連結可能 Power Controller

SIB-EX Seriesは下記の Power Controllerと連結が可能です。

※ 高電圧電源印加時常用周波数による振動及び騒音が発生する可能性がありますが、製品及び性能に影響は有り
      ません。

* 指定された Power Controller 以外の製品は連結しないで下さい。

   製品故障及び異常動作の原因となります。

* 防爆区域で SIB-EX Series を設置する際にはコントローラは SBP-07A2 

   だけ使用可能で、コントローラは非防爆区域に設置して下さい。

非防エリアでのみ可能。

 表 1 : グループ II 電気機器に関する最大表面温度の分類

温度 等級 
最大表面 温度 (℃)

追加製品構成 (Option)
     基本製品構成以外の追加的機能のため、以下の項目を別当購入可能です。
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- 高圧ケーブル( a )を使用者が必要な長さに切ります。
  この時、高圧ケーブル( a )は 17mmの長さで切り、芯線( b )は 5mmまで脱皮させます。

 接地連結
      M4 Ground Bolt を利用して接地することが可能です。
      Power Controller の下面接地端子と SIB-EX Series Bar を接地線で連結して接地してください。
      ただし、金属固定物体が接地されている場合、機能接地はしなくても構いません。

※ 反対側 Side Bracket でも接地が可能です。

 H/Vケーブル連結

* 高圧ケーブルが折れたり、曲がったりし、被服に損傷がないように
   配線してください。
* 高圧ケーブルは弊社製の特殊ケーブルです。
   他のケーブルを延長及び代替できません。
* 高圧ケーブル配線の時、ケーブル周囲に高電界が発生しますので、
   高圧ケーブルを設備などを駆動させる信号と共に配線することは
   避けてください。共に配線するしかない場合、最小限 200mm の距離を
   離隔後配線してください。

 H/Vケーブル長さ調節 (非防爆区域でのみ可能)
      高圧ケーブルは 10Mの長さで提供され、必要であれば以下の説明のように長さの調節が可能です。
      (防爆区域設置時ケーブルの任意調節は不可能です。必要時メーカーにお問合せください。)

-  芯線( b )を高圧 Pin( c )に挿入後ボルトを回し高圧コネクターを固定させます。

5 メンテナンス
メンテナンスは性能を維持する上で大変重要な項目です。下記の説明を良くお読みになり定期的にメンテナ
ンスを行ってください。イオナイザーを長期間使用すると放電針周囲のパティクルが吸着され放電針が汚染
します。放電針にパティクルが吸着された状態でイオナイザーを使用し続けると除電性能が低下し、事故や
故障の原因となる可能性があります。特に導電性粉塵が発生する環境は放電針に粉塵吸着による爆発可能性
があるため、メーカーにお問合せください。

  *  本装置は高電圧を使用します。メンテナンスの際は、必ず装置の電源を
    切ってから行ってください。電源が Onの場合、感電や事故の危険があります。
*  放電針の先端は鋭く尖っております。
    放電針に指や身体を直接接触しないでください。怪我の可能性があります。

  掃除及び点検周期
        • ブラシ掃除：週 1回(168時間使用時)
        • アルコール掃除：3ヶ月に 1回(2,160時間使用時)

 放電針の清掃の手順
     a. 掃除の前に必ず Controllerの電源を Offさせます。
     b. ナイロンブラシ及び圧縮空気を利用してパティクルや異物を除去します。(口腔用ブラシ使用可能)
         ただし、Clean環境では無塵布を使用してパティクルを除去してください。
     c. インク、油などの脂溶性物質で汚れた場合、または 3ヶ月(2,160時間使用時)に 1回の周期で純粋な
         メタノールまたは純粋な IPAをWiperに少量塗った後絞って拭きます。その後完全乾燥させます。
     d. 洗浄が終われば Controllerの電源を Onさせます。

6 問題解決
 故障申告前各種確認事項

除電ができない場合
及び製品の不具合

針に高電圧が
印加されない場合

高電圧が印加されてますか?

イオンバーが汚染されてはいませんか?

イオンバーに電源は印加されてますか?

電源供給装置に問題は有りませんか?

高電圧を連結します。

イオンバーを掃除します。

電源供給装置を連結します。

イオンバーを交換します。

7 外形図

8 仕様

※ デザイン及び製品仕様は品質向上のため予告なく変更される場合があります。
- ‘a’の Flexible Tubeと ‘b’の高圧ケーブルを使用者の望む長さに切ります。
   この時、高圧ケーブルは 10mmの長さで脱皮してください。

- 高圧ケーブルの長さ調整後 c → d →  e の順でいれ Connector部を組み立てます。

- ‘f’の無頭 Boltを 2mmのレンチを使用して再結束します。
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